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いるAの指が共感的反応によって動くのを感じるような場合(Noddings, 1992, p. 15)や、数学
の教師Aが生徒Bが問題を解こうとしている横に立っているときに、あたかも自分が鉛筆を








が強調されるのはまれなことでしかなかった」と言う(Noddings, 2002, p. 14)。そして、そのま






























































































だから」(Noddings, 1984, p. 86)と述べて、われわれが責務を負うのはもっぱら身近な他者への
ケアであると確認している。しかし、ノディングスは自分を中心とした同心円的関係と、そ
の同心円どうしの連鎖関係を考えることによって、あらゆる人が他のあらゆる人に対して潜
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